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発表の流れ 
 

1. 自己紹介 
 

2. 広島大学での取組み 
 

3. 要望と課題 
 

4. 計画中の2018年度の取組み 



国際会議誘致・開催の推進 

ライティングセンター機能の拡張 国際科学広報の立上げと強化 

国際共同研究の促進 
外部資金獲得に関わる 

国際的側面の支援 

自己紹介：国際主担当URA＠広大 
（研究企画室 2014年以降） 



2015年 全学向け（外国人含む） 外国人向け 

9～10月 
日本語による 
科研費説明会（3分野別） 

科研費リトリート 

2016年 全学向け（外国人含む） 外国人向け 

8月 
英語による 
科研費説明会 

9月 
日本語による 
科研費説明会（3分野別） 

科研費リトリート 

2017年 全学向け（外国人含む） 外国人向け 

8月 
英語による 
科研費説明会 

9月 
日本語による 
科研費説明会（3分野別） 

科研費リトリート 
（特定の部局限定） 

近年の科研費関連説明会等＠広大 



2016年の 
「英語による 
科研費説明会」の
お知らせ 

2つの 
キャンパス 

個別相談 
60分を予定 



2017年の 
「英語による 

科研費説明会」の
お知らせ 

2つの 
キャンパス 

外国人 
被採択者の
体験談 



2016年8月22日 2017年8月21日 

参加者数 約20名 約20名 

主要説明者 URA 研究担当理事 

外国人被採択者の 
体験談 

無し 2名 

被採択調書（英語）の 
閲覧 

あり あり（増加） 

遠隔TV会議システムの
利用者（霞キャンパス） 

5名 3名 

実際の時間配分 

約１時間30分 
 

- 説明 (45分） 
- 全体でQ&A（15分） 
- 個別相談（30分） 

約1時間30分 
 

- 説明（3５分） 
- 体験談（15分） 

- 全体Q&A（30分） 
- 個別相談（10分） 

2016年と2017年の比較 - 1 



2016年8月22日 2017年8月21日 

説明の内容 
• 科研費概要 

• 調書作成のコツ 

 
• 科研費概要 

• 調書作成のコツ 
• 科研費調書の変更点 

 

「概要」の重点 

• 種目について 
• 他の外部資金と  
比較した場合の  
科研費の特殊性 

• 種目について 

「コツ」の重点 
• 種目の選定 

• 具体的な記入方法 
• 成功する姿勢 
• 審査委員の視点 

その他の特徴 
• 全体での質疑応答 

よりも個別相談 

• H30度分変更点に 
関連するアドバイス 

• 採択後手続きについ
ての質問も多数 

• 全体でのディスカッ
ションが長かった 

2016年と2017年の比較 - 2 



外国人研究者の体験談や 
被採択調書の閲覧 

英語での情報提供や 
質問への対応 

ディスカッションやQ&Aを 
重視したセッション 

要望と課題 

複数キャンパスに 
対する支援 



英語化 データ収集とニーズ分析 

好事例の提供 費用対効果 

要望と課題 



2018年度に向けて：取組み計画（検討中） 

学内外国人 
研究者の 
科研費に 

関連するデータの 
収集と分析 

学内外国人 
研究者向けの 

科研費リトリート 
（6～7月） 

採択結果通知直後の 
科研費についての 

英語による 
情報提供・ 
交換会 

（5～6月） 

英語による 
科研費説明会 
（8月） 


